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Neuromedin U (NMU) は、1985年に国立循環器病センターの南野らにより、子宮筋収縮作用を指標として、
ブタ脊髄より発見された神経ペプチドです1)。NMUの受容体には、1型(NMUR1)および2型(NMUR2)の2つのG
蛋白質共役型受容体が知られています2)。 NMUは、摂食抑制、体重減少への関与が示唆されていることから、
創薬候補分子として注目を集めています3)。NMU受容体の内因性リガンドとして、より強力な摂食抑制作用を
示す Neuromedin S が後に国立循環器病センターの森らにより同定されました4)。 しかしながら最近まで、こ
れら各受容体への特異的なアゴニストの報告はなく、 Neuromedin U / Neuromedin S の詳細な生理機能に関
しては、未知なる部分が数多く存在しています。

近年、東京薬科大学の高山らは、NMUの構造活性相関研究により、NMUR2選択的アゴニスト CPN-116 の
創製に成功しました5)。 本アゴニストは、1μM以下の濃度で1型受容体は活性化せず、2型受容体に対して高
いアゴニスト活性を示しました。すなわち2型受容体に対して高度に選択的なアゴニスト（EC50 6.4 ± 1 nM)とし
て作用します。なお、この活性値は、human NMU（EC50 2.5 ± 0.5 nM)と比べて2-3倍劣るものの小分子として
は強力なものであり、今後創薬分子として注目を集めています。

Neuromedin U 受容体2 選択的アゴニスト

CPN-116
および関連ペプチド
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New 3408-v CPN-116  (Selective Agonist for NMUR2) 0.5mg vial ¥ 10,000

New 4490-v Neuromedin U (Human) 0.5 mg vial ¥ 20,000

New 4491-v Neuromedin U (Mouse) 0.5 mg vial ¥ 20,000

4377-v Neuromedin U (Rat) 0.5 mg vial ¥ 20,000

4426-s Neuromedin S (Human) 0.1 mg vial ¥ 11,000

4427-s Neuromedin S (Rat) 0.1 mg vial ¥ 12,000

CPN-116


